






Ⅳ考案

本年度は次のリサーチクエッションに従って研究を行った。

1.都道府県において周産期医療システムはどの程度整備されているか

2.周産期医療システムにより、死亡率はどの様に変化したか

3.地域における PICU、NICU の必要病床数はどれだけか

本年度の研究により、各地での周産期医療の実態とシステムの整備状況および問題点が明

らかになり、今後のPICU,NICU を含めた産科と小児科(新生児科)医療の整備を考える上で

の基礎資料が得られた。

地域における NICU の必要病床数は、本年度の予備的な計算では出生 1000 あたり狭義の

NICU が 2 床、これを含む広義の NICUが 5 床程度と試算された。

今後の周産期医療では、医療内容ばかりでなく、構成要員にも急激な変化が予測されてい

る。今後の周産期医療の整備のためには、現在のような少人数による無理な勤務体系での

医療は困難で、勤務日数や夜勤数、当直回数などの面での適正化が必要であり、またこれ

を可能にする財政的な基盤の確立が重要である。

NICU、PICU の必要数を試算するにあたっては、設備のみでなく要員も考慮する必要があ

り、1 次、2 次、3 次の医療を同時に検討することが必要である。明年度は、PICU、NICU

の必要数の試算を含めて周産期医療の整備の方向につき重点的に検討して行くとともに、

その評価法を確立することが本研究班に科された課題である。


